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高知大学大学院  総合人間自然科学研究科  

看護学専攻（修士課程）  

〈第３次募集〉  

（一般選抜）入学者選抜試験  

専門科目（母子看護学［実践助産学］） 問題冊子 

この表紙をよく読んでください。ただし，試験開始の合図があるまではこの冊子を開いて

はいけません。 

以下の＜解答上の注意事項＞をよく理解した上で解答してください。 

＜解答上の注意事項＞  

1. 受験票を机の上に置いてください。 

2. 試験開始の合図の後，まず解答冊子の受験番号欄に受験番号を記入してください。 

3. 試験時間は 60 分（9：00～10：00）です。 

4. 問題冊子は 1 ページです。解答冊子は 1～2 ページです。 

5. 解答はすべて解答冊子の所定の欄に記入し，解答冊子を切り離さないよう注意してください。 

6. 冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および汚れ等により解答に支障がある場合には，手

を挙げて監督者に知らせてください。 

7. 試験終了後，解答冊子のみを回収します。問題冊子は持ち帰ってください。 

8. 試験終了時刻までに解答が終わっても途中退室はできません。 
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Ⅰ プレコンセプションケアについて説明しなさい。（25 点） 

 

Ⅱ 次の文を読んで設問１～５に答えなさい。（各 5 点、計 25 点） 

Ａさん 25 歳 初産婦 夫と二人暮らし 

38 週 5 日の 3 月 15 日深夜 1 時 30 分に 10 分毎の子宮収縮を伴う痛みが出現したため病院に連絡し、2

時 20 分に入院となった。入院時の陣痛発作は 7 分毎、内診所見は子宮口開大 3 ㎝、展退 40～50％、児

頭の下降度－1、子宮口の硬度は軟い、子宮口の位置は中央であった。その後Ａさんの分娩は順調に経過

し、3 月 15 日 15 時 30 分に子宮口が 10 ㎝開大したため分娩室へ入室した。3 月 15 日 15 時 50 分排臨、

16 時 03 分発露、16 時 09 分に男児を娩出した。16 時 14 分の児の状態は、心拍数 130 回/分、元気に啼

泣がみられ、皮膚刺激に反応し、四肢を活発に動かし、四肢にチアノーゼがみられた。3 月 15 日 16 時

19 分胎盤は母体面から娩出された。出血量は 310ml であった。 

 3 月 15 日 17 時 19 分の出血量は 20ml、18 時 19 分の出血量は 10ml であった。 

 

設問１： 入院時のビショップスコアを答えなさい。 

設問２： 分娩第 1 期の所要時間を答えなさい。 

設問３： 5 分後のアプガースコアは何点か答えなさい。 

設問４： 胎盤の娩出様式を答えなさい。 

設問５： 分娩時出血量を答えなさい。 

 

Ⅲ 妊娠高血圧症候群について設問に答えなさい。（計 50 点） 

 

設問１：妊娠高血圧症候群の定義を答えなさい。 

設問２：妊娠高血圧腎症の定義を３つ答えなさい。 

設問３：妊娠高血圧症候群の看護について答えなさい。 

 


